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主 語 有 主 語 無 計
l) 行勁・動作 12（例） 11 % 96 89 % 108（例）
2) 感情・慇覚 23 20 % 93 80 % 116 
3) 可 ム廿ヒ、) 
゜
0 % 14 100 % 14 
小 叶 (35) (15)% I (203) (85)% | (238) 
4) 状 f墨 12 31 % 27 69 % 39 
5) 形 ・ ナ 形 23 27 % 63 73 % 86 
7) 名詞 ＋ダ 16 29 % 40 71 % 56 
小 叶 (51) (28)% 1 (130) (72)% | I(181) 


















2. 1. 1 「主語有」の場合 (13例）
過去形がないことや，「思う」「忌うんです」といった話し手の判断を強調したり，相手
と比較したりする場合に使われている。
2. 1. 2 「主語無」の場合 (39例）
過去形が多いことや，話し手個人の過去のでき事として「忌う」を使っている。
2.2 惑情．感覚動詞「感じる」
2. 2. 1 「主語有」の場合 (3例）
「感じる」は静的・状態性を表わすものと結びつく傾向があるから，話し手の相手との
比較・対照の意識が読みとれる。







2. 3. 1 「主語有」の場合（なし）
観察例餌し。この励詞は，可能動詞と共通の意味を持ち，他者と意識して比較しない限
り，話し手自身の事柄について述べる時は，主語は不要である。
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